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　2年生187人が、北京五輪競泳銅メダリスト・宮下

純一氏、北京五輪近代五種代表・村上佳
よしひろ

宏氏、ロンド

ン五輪とリオデジャネイロ五輪の競泳代表・松本弥
やよ い

生

氏からオリンピックの意義などを学びました。

　授業では、体育館でチーム対抗の大縄跳びなどを行

った後、教室でエクセレンス（卓越）、フレンドシップ

（友情）、リスペクト（敬意）といったオリンピックの価

値を、オリンピアンが自身の経験を踏まえ分かりやす

く紹介。生徒た

ちは、授業をと

おして、この3つ

のキーワードが

スポーツだけで

なく、日常生活

でも生かしてい

くことが大切だ

と学びました。

 

あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

狭山ステキ発見③狭山ステキ発見③
さやま・リポートやま・リポート

29年度さやま市民大学地域ジャーナル講座の29年度さやま市民大学地域ジャーナル講座の
修了生がお届けします修了生がお届けします

青空の下でナイスショット!

　プラスチックのボールを専用のクラブで打ち、打

数を競う大会に、32人が参加しました。芝や地面の

凸
でこぼこ

凹で進む方向が変わってしまうボールの行
ゆく え

方に一
いっ

喜
きいちゆう

一憂する中、ホールインワンを達成した人も。気持

ちのよい汗をかき、健康増進にもなりました。

6月7日㈭／パークゴルフ大会（奥富地内）

　保育園や学校などで、読み聞かせをする人や、始め

たいと思っている人など41人が参加しました。技術

やノウハウも必要ですが、大切なのは、子ども達と絵

本の世界を楽しむこと。参加者は、学んだ成果を生か

して、子ども達の豊かな感情を育んでいきます。

6月22日㈮／読み聞かせ講座・はじめの一歩（中央図書館）

子ども達と価値観を共有する「読み聞かせ」

筋力アップで介護予防

本の選び方、ページのめくり方などのコツを伝授自然の地形を生かしたコースを回ります

昔ながらのお米作りに挑戦

　小学生44人が、地元農家の田んぼで田植えを体験

しました。泥の感触を楽しみながら一束ずつ苗を植

える子ども達。実りの秋に、自分たちで収穫・脱穀し

た新米で作るおにぎりが今から楽しみです。
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6月17日㈰／お米作り体験教室（柏原公民館）

1本200gの重りを最大で6本付け､6種類の体操をします

チームワークの大切さを話す宮下氏

　高齢者がいつまでも健康でいられるようにと考案

された体操。サポーターの指導の下
もと

、専用の重りを付

けて、腕や足、腰の弱った部分を鍛
きた

えていきます。慣

れない動きに戸惑ったようですが、楽しく取り組み

ながら、健康を維持していきます。

6月6日㈬／「いきいき100歳体操」体験（中央公民館）

ささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育

　「地産地消で健康調理」をテーマに、自宅でも簡単

にできるお茶うけスイーツ作りに挑戦。煎
せん

茶の淹
い

れ

方や狭山茶の特長なども学んだ参加者14人は、家族

や友人と狭山茶を楽しむ機会が増えそうです。

6月11日㈪／お茶に合うお菓子づくり教室（水野公民館）

狭山新茶と一緒に召し上がれ

柏原中学校の生徒総会で

「いじめ0
ゼロ

の誓い」が採択されました
　6月20日㈬、生

徒245人が出席

した生徒総会で、

生徒会のスロー

ガン「一
いっ

心
しん

優
ゆう

心
しん

～

広げよう、思いや

りの輪～」と、この方針をもとにした「いじめ0
ゼロ

の

誓い」が提案され、賛成多数で採択されました。

　この誓いには、「仲間や自分自身と向き合う」「ど

んなことがあっても正義を貫く」「困っている仲間

を助け、守る」「相手の個性を尊重し、認める」とい

う4つの誓いが記されています。これを生徒全員

が誓い、互いを思いやる心を持つことで、相手を傷

つける「いじめ」という行為を決して起こさない、

そして、生徒全員が笑顔で安心して過ごせる学校

を創っていくという強い決意が込めらています。

　生徒会長の山﨑瑛
え い ま

真さんは「これから何をして

いくかが大切。全員が一丸となって取り組み、より

よい学校にしていきたい」と抱負を語りました。

県警音楽隊が笹井小学校で演奏を披露
　6月20日㈬に、3年生

から6年生まで196人の

児童が、埼玉県警察音

楽隊の演奏と、同カラ

ーガード隊のフラッグ

演技を鑑賞しました。

　6年生になると全員がマーチングバンドに参加

することもあり、迫力ある演奏が始まると、児童た

ちは真剣な表情で聴
き

き入り、中盤では、音楽隊の演

奏をバックに全員で校歌を合唱しました。

　また演奏に続いて、カラーガード隊が、下校や外

出時に気を付けなければならないことなど、防犯

の心掛けをプラカードを使って説明し、その後、華

麗なフラッグの演技を披露しました。

　児童たちからは「いつか演奏でみんなを感動さ

せたい」「知らない人にはついていかないようにす

る」などの感想が聞かれ、音楽への想
おも

いと防犯意識

を高める契機となりました。

オリンピアンから学ぶ特別授業
6月6・7日（水・木）／JOCオリンピック教室(狭山台中学校)

お茶とスイーツでコ
ミュニケーションが
活発に

　市内に亀の甲
こうら

羅に乗った石

碑があることをご存じでしょ

うか。その石碑は、入間川2丁目

の狭山旭郵便局から500メー

トルほど新狭山方面に進んだ

道路左側にある、消防団の建

物の手前を左に入ったところ

にあります。

　この石碑には｢前
ぜん

総
そう

持
じ

指
し

月
げつ

和
おしょう

尚行
こうぎょうひ

業碑｣と彫られており、また、石碑の四面

には、江戸時代に当地で生まれた指月和尚が11

歳で仏門に入り、明和6年（1769）に75歳で亡く

なるまでの仏門業績や人生訓が2,300余りの文

字で記されています。「石碑の文字を読み、解読

した者があると、この亀が動き出す」との伝説

が、狭山市史（民俗編）でも紹介されています。

　亀の形をした台座は亀
き ふ

趺といって、古代の

中国では｢碑｣の台座の形の一つとして使われ

ていました。万年生きると言われる亀の甲羅

に石碑を乗せることで、碑の内容を末代まで

伝えようとしたものと考えられています。一

度訪ねてみてはいかがでしょうか。

◆前総持指月和尚行業碑

　所在地狭山12‐18地先　


